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年頭にあたり、学区の皆さまに初春のお慶びを申しあげます。

旧年中は、山田学区まちづくり協議会の事業にご支援、ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。

皆さんも現地を見ていただいていると思いますが、新まちづくりセンター建設を含めた生活拠点施設の整備が進ん

でまいりました。商業施設（ゲンキー）が令和７年夏にはオープンし、併せて公園、幹線道路も供用開始の予定です。

また、新まちづくりセンターについては昨年度再度立ち上げた「新まちづくりセンター建設検討委員会」で議論を重

ね、誰もが使いやすく、気軽に立ち寄れる施設を目指しています。本年１０月ごろから新センターの建築工事に入り、

令和８年秋ごろに供用開始の予定となっております。

協議会の活動につきましては、学区のスローガンである「笑顔のまち 住みよいまち

やまだ」を目指し、まちづくり協議会を構成しているすべての団体と協議を重ねながら、

学区の皆さまの交流ができ、山田を活性化する事業を実施してまいります。

本年も皆さまのより一層のご支援、ご協力、参画をよろしくお願いいたします。

（山田学区まちづくり協議会会長 山本 克実）

新年 明けましておめでとうございます

アドベンチャーハウスについて『かまどでトーク！』

12月21日、中学生の企画チャレンジャーと小学６年生、ヤマミラのメンバーで「かまどでトーク」を行いました！

企画チャレンジャーは、アドベンチャーハウスのイベントの中核となります。この日は、企画チャレンジャーやイベン

トに興味があり、皆で話をしてみたい！という小学生も参加してくれました。

かまどの火は、大人のサポーターに教えてもらいながらファイアスター

ターで着火したり、火が付いたら薪に炎を移して大きく育てたりしな

がら準備しました。そして、中学生が調理室で準備してかまどで焼い

たピザや、マシュマロを焼いたりチョコを溶かしたスモアを食べたり、

カップラーメンを食べて体を温めながら、楽しい時間を過ごしました。

ちょうど食べ終わった頃にポツポツと雨が降り始め、食べ物やジュー

スなどをもって急いで和室へ移動することになりました。和室では少

しゆっくりしながら、来年のアドベンチャーの取組みについて皆で話

をしたりして、充実した時間を共有できたのではないかと思います。

今回のイベントを考えた企画チャレンジャー、参加してくれた小学生、大人のサポーターの力が合わさったイベントで

した。また、そう感じて「自分も企画したい」と思ってくれた参加者もいたのではないか、と今後に期待しています。
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11月23日、第3回センター講座「VISONへ行こう！」を開催し、30名で三重県多気郡に行ってきました。

小春日和のお天気に恵まれ、大自然に囲まれた場所をみんなで歩き、食・体験・お買物を楽しみました。

午後には、味噌専門店「蔵乃屋」さんで味噌作り体験をしました。大豆をつぶすところから、工程毎にその都度味見を

しながら、参加者同士楽しそうに感想を言い合っていました。微生物が多く含まれる種みそを混合することで、発酵して

美味しい味噌になるそうです。出来上がりの4か月後が楽しみですね！熟成して美味しくなぁれ！

●第5回センター講座 「 能楽大連吟 ～近江 DE 謡隊 ～ 」

能の「謡（うたい）」は650年以上の歴史を有しています。文化芸術の魅力を 草津クレアホールで観よう！！

日 時：令和7年2月24日（月・祝） 14：00開演（13：00開場）

参加費 ：1000円

定 員 ：30名

●第6回センター講座 「小倉百人一首から学ぶ平安女性の生き方 」

～1000年の月日を経て今蘇る～ わかりやすい解説で和歌を紹介

日 時 ：令和7年3月1日（土） 10：30～12：00

講 師 ：いかいゆり子先生（近江の文学研究家）

定 員 ：30名 参加費 ：無料

センター講座予告

大人ピアノ講座『 Ⅱ』を開催しました！
「大人ピアノ体験講座」を10月1日に開催しましたが、参加者全員から再度開催のお声をいただき、12月3日に「大

人ピアノ体験講座Ⅱ」を実施しました。前半のレッスン曲は「交響曲第9番」、後半のレッスン曲は「故郷」「ハッピィ

バースディー」にチャレンジしました。共有されている雰囲気はほのぼのとした癒しの空間でした。

また、アンケートにも協力いただき、「あっという間に時間が過ぎました」「左手を初めて使った」「知らないこと

を知れてよかった」などのお声をいただき、本日の講座も全員の参加者に楽しんでいただけたと思います。健康的に、

尚かつ文化芸術に関わり、素敵な毎日を過ごせる活動に皆で取組みましょう！！

三重県のVISONに行ってきました！
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１１月３０日、キラキラキッチンやまだっ子みんなで来てね！を実施しました。

今回も学区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、健康推進員の共催での開催です！

健康推進員の田淵さんによる「調理の手順や注意事項」を聞き、エプロン・三角巾で身支度を整え、調理開始です！

キラキラキッチンを開催しました！

去る12月4日、山田更生保護女性会主催の一日研修を実施しました。

午前中は社会福祉法人湘南学園を訪問し、施設長さんから施設の概要と現状に

ついての講話をお聞きし、今日の社会の変化に対応し職員の皆さんが一丸となっ

て取り組んでおられる状況をお話いただきました。

石山での一日研修

大声を出してストレス解消しませんか！
大声を出すことは健康に良いとされています

詩吟は大きく息を吸って、大声で息を吐きます

これは簡単な全身運動です

声帯、のどを鍛えることにより誤嚥肺炎防止につながります

和歌、漢詩に親しむ機会ができます

皆さん詩吟にチャレンジしてみませんか！！

ご連絡お待ちしています

人数を考慮し、５班編成を１０グループに分け、まずは前半の部のスタート！

ホットドッグは「キャベツ・ロングウインナー・ゆで卵・ハム」を入れケチャップで味付けし完成。

フルーツポンチも手際よくフルーツを分け合い、スープは、トウモロコシたっぷりのコーン味！

具でパンパンになるくらいのホットドッグもありましたよ～

和室では調理の順番を待っている班が「輪投げ・

ジェンガ・黒ひげ危機一髪・都道府県名物を合

わせよう・二人で協力名馬」等のゲームで盛り

上がりました。次回は来年３月１日（土）です！

予定をしておいてね！（社協・民児協・健推）

そのあと、施設見学を通じて、利用者の人たちが精いっぱい作品づく

りに励む姿に感動し、施設内にある“れもん会社”でそれらの作品を

買い求め施設を後にしました。そして午後は、昼食の後石山寺を参拝

し、良弁僧正が創建され、後に淀君が増築さたという本堂で講話をお

聞きし、紫式部のお姿(人形)も拝見しました。真っ赤に色づいた紅葉を

楽しみ、おしゃべりに花を咲かせて親睦を図ることが出来ました。

当日は、学区内各種団体の方々も数多く参加い

ただき、有意義に過ごすことが出来ました。本

当に有難うございました。今後とも更女活動に

ご支援、ご協力をいただきますようよろしくお

願いいたします。（山田更生保護女性会）

自主教室のご案内「詩吟教室」

動画は
コチラ →

場所：山田まちづくりセンター

２階 研修室

練習日：毎週 月曜日

午後６時～８時

会費：一ヶ月 2,500円

講 師：哲泉流総師範 守岡泓泉

お問合せは馬場（ばんば）まで

電話 : 090－5097-3308
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心が響き合う保育実習

大掃除のご協力ありがとうございました！

12月7日、まち協の役員や利用団体の皆さまで、山田まち

づくりセンターの大掃除および避難訓練を実施しました。

皆さんでセンターへのこれまでの感謝を施設に伝えるよう

に掃除を行い、一年間の汚れを落とす大掃除となりました。

皆さま、ご協力いただき誠にありがとうございました！

つながる心、ひろがる笑顔 山田こども園

『収穫祭』の発表会 山田小学校

12月13日、５歳児が園を代表してえんゆうの郷へ出かけました！

コロナ禍により直接的交流を中断した期間もありましたが、令和

5年度から無事に再開することができました。

えんゆうの郷では、歌を披露したり、一緒に手遊びをしたりしな

がら、おじいさん・おばあさんとの温かな触れ合いを楽しみまし

た。子どもたちに愛情いっぱいのまなざしを向けてくださる高齢

者の方々の表情が印象的でした。

様々な人との交流を通して温かい心を育み、世代を超えた心のつ

ながりを築いていきたいと思います！（山田こども園）

11月29日、５年生が『収穫祭』で今までに学習したことを発表しました。

飲食店でのロスを減らすために「ロスを減らそう」とか「食べ残しを減らそ

う」と呼びかけるポスターを店内に貼ってもらった班など、それぞれの工夫

や頑張りを発表しました。その後、自分達で炊いたご飯でおにぎりを作って

配りました。夏には米不足になったことや食品ロスについて考えたことで、

子どもたちは食べ物の有り難さを実感したのではないでしょうか。

（地域コーディネーター 中島民恵）

保育実習の取組みで、山田こども園の児童は中学生との触れ合い

を楽しみました。５歳児は保育実習終了後、中学生に園まで送っ

てもらうというおまけつきに子どもたちは大はしゃぎ。中学生と

の交流を通して共に生きる喜びを味わうことで心が響き合い、温

かいつながりを築いていければと願います。（山田こども園）

山田こども園×松原中学校

～新職員紹介～ ～退職のお知らせ～

清水みずほ 松田ひとみ

どうぞよろしくお願いします お世話になりました

松原中学校３年生と山田こども園の４・５歳児が【家庭科×

G=GRIT学習】による保育実習を行いました。 実習の場面で

は、寄り添うようにして絵本を読んであげる生徒など、常に

子どもたちへの目線を意識し最高の優しい笑顔で接してくれ

ていました。山田こども園の皆様、ありがとうございました。

（松中地域コーディネーター杉江由紀子）

玄関に葉牡丹が植えられました
今年も山田２１ふるさと健・幸

推進委員会の取組みで、山田ま

ちづくりセンターの玄関に葉牡

丹を植えていただきました！


